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研究責任者 林 篤志 

研究の概要 【研究対象者】 

2016年1月1日から2017年12月31日までに、富山大学附属病院で緑内障濾過

手術を施行し、1年以上経過観察が可能であった80症例98眼を対象とします。 

【研究の目的・意義】 

緑内障では、視野障害の進行を抑制するために、眼圧を下降させることが必要で

す。その一つの治療法として、眼内の房水を結膜下に排出する濾過手術が施行さ

れます。しかし、手術後に一定の割合で眼瞼下垂が発症することが知られていま

す。そして、緑内障治療のためのプロスタグランジン関連薬点眼における上眼瞼

溝深化（以下DUES）を有する症例では、術後の眼瞼下垂発症の頻度は臨床的に

高く思われます。本研究で、手術後の眼瞼下垂発症に関連するリスク因子とDUES

の関係性について検討することにより、眼瞼下垂発症のリスク因子と発症頻度を

解明できる可能性があります。 

【研究の方法】 

当院にて手術を行った症例を対象とし、年齢、性別、白内障同時手術の有無、緑

内障手術の種類、ニードリング回数、緑内障のタイプについてカルテ調査を行い

ます。 

【研究期間】 

承認日から2021年5月16日まで 

【研究結果の公表の方法】 

研究結果は学会発表、論文掲載により公表します。 

研究に用いる試料・情

報の項目と利用方法

（他機関への提供の有

無） 

年齢、性別、白内障同時手術の有無、緑内障手術の種類、ニードリング回数、緑

内障のタイプ、手術記録 

・他機関への提供なし 

研究に用いる試料・情

報を利用する機関及び

施設責任者氏名 

富山大学 学術研究部医学系 眼科学 教授 林 篤志 

研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報及び知

的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する資料を開示

いたします。 

試料・情報の管理責任

者（研究主機関におけ

る研究責任者氏名） 

富山大学 学術研究部医学系 眼科学 教授 林 篤志 

研究対象者、親族等関

係者からの相談等への

対応窓口 

研究対象者からの除外（試料・情報の利用または他機関への提供の停止を含む）

を希望する場合の申し出、研究資料の開示希望及び個人情報の取り扱いに関する

相談等について下記の窓口で対応いたします。 

電話  076-434-7363 

FAX 076-434-5037 

E-mail ganka-ikk2@umin.org 

担当者所属・氏名 附属病院  眼科  講師        柚木 達也 

 


